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１．はじめに
　弘前大学総合情報処理センターでは、e-LearningプラットフォームであるMoodleをサービス
している。Moodleを使用することで、学生にとっては、学習コンテンツを利用した学習が時間
や場所に拘束されずに可能になる。また、教員にとっては、学生から受け取るレポートの管理が
紙や電子メールで受け取る方法よりも容易かつ確実になる。また紙資源の消費削減につながる。
　このMoodleには、自動出欠管理機能が搭載されている。したがって、この自動出欠管理機能
を使うことで、自動的に出席状況を取得することができる。しかし、Moodleの自動出欠管理は
イベントドリブンによって出席を記録するため、特定の時間にイベントドリブンが発生しない場
合、出欠が記録されない問題も有する。本稿では、Moodleの自動出欠管理機能の特徴とこの機
能を使った出欠管理の問題の解消方法を解説する。

２．Moodleの自動出欠管理
　Moodleの教師用の編集モード画面を図 1 に示す。この活動の追加のモジュールの中にある

「自動出欠」が自動出欠管理機能である。このモジュールを追加することで自動出欠記録が可能
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1. はじめに 

弘前大学総合情報処理センターでは，e-Learning プラットフォームである Moodle をサービス

している。Moodle を使用することで，学生にとっては，学習コンテンツを利用した学習が時間

や場所に拘束されずに可能になる。また，教員にとっては，学生から受け取るレポートの管理が

紙や電子メールで受け取る方法よりも容易かつ確実になる。また紙資源の消費削減につながる。 

この Moodle には，自動出欠管理機能が搭載されている。したがって，この自動出欠管理機能

を使うことで，自動的に出席状況を取得することができる。しかし，Moodle の自動出欠管理は

イベントドリブンによって出席を記録するため，特定の時間にイベントドリブンが発生しない場

合，出欠が記録されない問題も有する。本稿では，Moodle の自動出欠管理機能の特徴とこの機

能を使った出欠管理の問題の解消方法を解説する。 

2. Moodle の自動出欠管理 

 Moodle の教師用の編集モード画面を図１に示す。この活動の追加のモジュールの中にある「自

動出欠」が自動出欠管理機能である。このモジュールを追加することで自動出欠記録が可能にな 

 
図１ Moodle の自動出欠機能 

 

図 1　Moodleの自動出欠機能



になる。次に、図 2 に示す設定画面において、出欠を記録したい授業日時を追加する。以上で教
員側の設定は終了する。日時の設定は、図 2 の通り複数の講義を規則的に設定する方法以外に、
個別の設定も可能である。実際に、自動出席管理機能で出欠を記録するには、講義を受講してい
る学生がMoodleへログインする等の操作が必要となる。
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る。次に，図２に示す設定画面において，出欠を記録したい授業日時を追加する。以上で教員側

の設定は終了する。日時の設定は，図２の通り複数の講義を規則的に設定する方法以外に，個別

の設定も可能である。実際に，自動出席管理機能で出欠を記録するには，講義を受講している学

生が Moodle へログインする等の操作が必要となる。 

 

 
図２ 出欠表の作成 

 

 
図３ 出欠の記録 
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図 2　出欠表の作成

図 3　出欠の記録



　出欠の記録結果を図 3 に示す。同時に学生側のMoodleコースでも出欠記録は表示されるた
め、学生自身でも出席状況の把握が可能である。出欠の記録は、図 4 に示す画面で個別に変更す
ることが可能である。また、この画面においてMoodleへアクセスしたIPアドレスを確認するこ
とができる。例えば学生が自宅や携帯電話からMoodleへアクセスし、大学に来ないといった場
合も、このIPアドレスから確認することができる。
　私自身は試していないが、図 2 の画面にある通り、キーワードを講義時間に述べ、そのキー
ワードを学生にMoodle上で入力をしてもらうことも可能である。この方法はより確実に出欠管
理を行うことが可能である。

３．自動出欠管理機能の問題点と解決方法
　図 5 は実際の授業で使用した設定一覧である。通常の出欠調査を併用して確認したところ、開
始時間より前に学生がMoodleへログインした場合は、出席が記録されない問題が確認された。
設定時間よりも前に学生がMoodleへログインした場合は、出欠が記録されない状況が確認され
たため、この問題が明らかになった、
　自動出欠管理機能は、学生がMoodleにアクセスした等のイベントドリブンで記録されるた
め、設定時間の前から学生がMoodleにアクセスしていた場合は出欠が記録されない問題が生じ
たと考えられる。したがって、授業開始時間を実際に開始するよりも早めに設定することで、こ
の問題を解消することができる。しかし、他の不具合が生じる場合もゼロではないため、簡易な
出欠調査とこのシステムを併用することも不可欠である。
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図４ 出欠の手動更新画面 

 
 出欠の記録結果を図３に示す。同時に学生側の Moodle コースでも出欠記録は表示されるため，

学生自身でも出席状況の把握が可能である。出欠の記録は，図４に示す画面で個別に変更するこ

とが可能である。また，この画面において Moodle へアクセスした IP アドレスを確認することが

できる。例えば学生が自宅や携帯電話から Moodle へアクセスし，大学に来ないといった場合も，

この IP アドレスから確認することができる。 

 私自身は試していないが，図２の画面にある通り，キーワードを講義時間に述べ，そのキーワ

ードを学生に Moodle 上で入力をしてもらうことも可能である。この方法はより確実に出欠管理

を行うことが可能である。 

 

3. 自動出欠管理機能の問題点と解決方法 

図５は実際の授業で使用した設定一覧である。通常の出欠調査を併用して確認したところ，開
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たため，この問題が明らかになった， 

自動出欠管理機能は，学生が Moodle にアクセスした等のイベントドリブンで記録されるため，

設定時間の前から学生が Moodle にアクセスしていた場合は出欠が記録されない問題が生じたと

考えられる。したがって，授業開始時間を実際に開始するよりも早めに設定することで，この問
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調査とこのシステムを併用することも不可欠である。 
 

図 4　出欠の手動更新画面



４．おわりに
　本稿では、Moodleを使用した出欠管理方法とその問題点を説明した。出欠管理の問題点は、
授業開始前に学生がMoodleへログインした場合、出席が記録されない場合が生じることであ
る。この問題を解決する方法は、学生がMoodleにログインする前に授業の開始時間を設定する
ことである。
　スマートフォンやタブレットPCの普及によって、パソコンが設置されていない通常の講義室
でもMoodleの利用が一般的になることが考えられる。その際には、この出席管理機能が通常の
講義室においても有効に活用されると考えられる。

参考文献
[1] 佐藤友暁, “弘前大学におけるMoodleによるe-Learning,” HIROIN, vol. 26, pp. 61-64, 2009.
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図５ 開始時間の調整 

4. おわりに 

 本稿では，Moodle を使用した出欠管理方法とその問題点を説明した。出欠管理の問題点は，

授業開始前に学生が Moodle へログインした場合，出席が記録されない場合が生じることである。

この問題を解決する方法は，学生が Moodle にログインする前に授業の開始時間を設定すること

である。 

スマートフォンやタブレットＰＣの普及によって，パソコンが設置されていない通常の講義室

でも Moodle の利用が一般的になることが考えられる。その際には，この出席管理機能が通常の

講義室においても有効に活用されると考えられる。 
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図 5　開始時間の調整
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